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令和５年度成人式開催

　令和５年８月１５日、令和５年度吉賀町成人式を、六日市基幹集落センターを会場に開催しまし

た。

　今年度成人を祝ったのは、平成１５年４月２日から平成１６年４月１日生まれの方で、３６名が

出席されました。

　式典では岩本町長が、新成人の皆さんが生まれた頃の出来事に触れた後、一度しかない人生に悔

いを残さないよう、持てる力を全て発揮して頂きたい、そして、そのために何をすべきか考える機

会として、本日の成人式を捉えてほしいと述べられました。また、自己肯定感を高めてもらいたい

ということと、諦めない強い意志を持って頂きたいということを伝えられました。さらには他人と

比較するのではなく、人と違うからこその感性や、共感しあえる人との出会いを大切にしてほしい

ということと共に、洋々たる前途を祝福する思いを述べられました。

　来賓代表の安永町議会議長からは、長い人生の最初の節目を迎えられた新成人へのお祝いの言葉

と共に、ロシアによるウクライナ侵略にも言及されました。このことは、一人の権力者により起き

た戦争という残虐行為であることと併せ、民主主義の大切さを考えてもらいたいと述べられました。

そして、希望に満ち満ちた若い人たちが参加し、選挙により自分たちの生きる社会を作っていくこ

とが、民主主義体制であること、参加することが住みよい社会を作ることにつながるため、諦めな

い、傍観者にならないでほしいということを伝えられました。

　お二人の言葉を受け、新成人の代表として深川　心優（ふかがわ　みひろ）さんが謝辞を述べら

れました。

　深川さんはコロナ禍により、学校行事の規模縮小や活動が制限されてしまったこと、進学先でも

オンライン授業によって同期との交流に制限があったことを伝えられました。しかし、そんな状況

の中でも吉賀町での経験や地域の方の優しさや温かさが目標に向かって努力し続ける糧になった

と、述べられました。最後に、看護師として吉賀町に帰ってくることで少しでも恩返しをしていき

たいとの思いを言葉にされました。

　新型コロナウイルス感染症の五類移行のため、今年度は式典後に吉賀町地域・人づくりコーディ

ネーター檜谷　邦茂（ひのきだに　くにしげ）さんによる記念講演を行いました。専業ではなく複

業という働き方やご自身の人生を振り返りながら新成人へ講演されました。

　記念講演後は記念写真を撮影し、解散となりましたが、参加された新成人の皆さんは、お互いの

近況を語り合ったり、写真を撮り合ったり、友との再会のひとときを楽しんでおられました。
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住民基本台帳の閲覧状況の公表（令和４年４月１日～令和５年３月３１日）

　住民基本台帳の閲覧状況について、関係法令の規定により次のとおり公表します。

○国または地方公共団体（住民基本台帳法第 11 条第 3項に基づく公表分）

国または地方公共

団体の機関の名称
請求事由の概要 閲覧の年月日 閲覧に係る住民の範囲

島根県西部県民

センター

島根県が行う、「小さな拠

点づくり」に関するアン

ケートのため

令和４年６月２８日

旧柿木村

令和４年６月２８日時点

で１８歳以上の方

吉賀町保健福祉課

第２次健康長寿しまね推

進計画に関する意識調査

のため

令和４年６月２５日

吉賀町全域

平成９年、昭和６２年、

５２年、４２年、３２年、

２２年の１～５月生まれ

の方

島根県政策企画局

統計調査課

令和４年就業構造基本調

査の調査対象を抽出する

ため

令和４年７月１日

吉賀町全域

令和４年７月１日時点で

住民の方

吉賀町産業課

吉賀町農業振興ビジョン

策定業務に関するアン

ケートのため

令和４年７月７日

吉賀町全域

令和４年７月７日時点で

住民の方

株式会社サーベイ

リサーチセンター

内閣官房より委託された、

孤独・孤立の実態把握の

ための全国調査のため

令和４年１０月７日

柿木、椛谷、福川地区

平成１８年１２月１日以

前に生まれた方

益田保健所
令和４年度島根県民栄養

調査のため
令和４年１０月１１日

広石地区

令和４年１０月１日時点

２０歳～８４歳の方

吉賀町保健福祉課

第８期介護保険事業計画

策定に係る高齢者ニーズ

調査のため

令和４年１１月１６日

吉賀町全域

令和４年１０月３１日時

点で６５歳以上の方

吉賀町教育委員会
スポーツ活動に関するア

ンケート調査のため
令和５年１月７日

吉賀町全域

令和５年１月１日時点で

２０歳以上の方

自衛隊

島根地方協力本部

自衛官等の募集に伴う案

内送付のため
令和５年１月１９日

吉賀町全域

平成１７年４月２日から

平成１８年４月１日まで

に生まれた日本人
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消防団員になりませんか？

　消防団は市町村の非常備の消防機関であり、その構成員である消防団員は他の本業を持ちながら、

権限と責任を有する非常勤特別職の地方公務員として、「自らの地域は自ら守る」という精神に基

づき、消防防災活動を行っています。

　最近放映されたドラマでも言われていましたが、人口が少ない地域では、火災発生時や災害時に

は消防団が大きな力となります。

　あなたの力を、地域を守る力に使ってみませんか？

◆消防団員数とその配置について

　現在の吉賀町消防団は令和５年４月１日時点で、

定員３００人に対して、２２１人（内、女性消防団

員１９人）となっており、充足率が７３．７％です。

右の図の様に団員数は減少傾向にあり、５年間で３１

人も減ってしまいました。

　吉賀町では８つの分団に分かれ、更に部を編成し

１９の地区を各消防団が担当して火災等に備えてい

ます。

　消防団の配置人数が６人未満の地区が５つあり、

徐々に活動に対する厳しさが増してきています。

◆令和４年度の消防団の活動

　火災による出動　６件

　警戒活動　　　　６件

　広報活動　　　　４件　　　※この他に機械器具の

　訓練等　　　　　４件　　　　点検を毎月行っています。

　

　主な活動は上記のとおりですが、火災だけではなく、大雨の警戒や広報活動も行っています。令

和４年度は大雨による越水の影響から土嚢積みなどの活動もありました。

　いざという時には集合し多くの人が集まり行動できる、これが消防団の強みです。

◆令和５年度吉賀町消防団夏季訓練を実施

　８月２０日（日）に、大野原運動公園敷地内で吉賀町消防団の夏季訓練を実施しました。

　今回の訓練は、団員延べ１２０人程度が参加しました。

　訓練では、４つの分団が連携をして給水地点から放水地点までが５５０ｍにもなる連携送水訓練

を行いました。

10 年後には約 160 人になるかも！

平均でー 6 人

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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　今回の訓練のポイントは川や防火水槽から水を給水する無圧水利と、消火栓やポンプから送水さ

れる圧力が掛かった水を給水する有圧水利では、機器の接続やポンプの操作方法が変わり難易度が

高くなることです。また声の掛け合いや、無線を使用しながら情報伝達を行うことの大事さも学び

ました。

　また、この日は女性消防団もポンプを使用した訓練を実施し、分遣所職員にポンプの操作や手信

号について指導を受けていました。

　吉賀町消防団では、このように訓練や取り組み、地域の安心、安全のために活動をしています。

地域の防災力向上につながる消防団活動にあなたも参加してみませんか？ 

　　　　　　　　消防団に関するお問合せ・入団のお申し込みは

〒 699-5513　島根県鹿足郡吉賀町六日市７５０番地

吉賀町役場総務課　消防担当

電話：0856-77-1111（代表）　ﾌｧｯｸｽ：0856-77-1891

E-mail：somu@town.yoshika.lg.jp

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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ハロウィンジャンボが発売中です！

森師研修員　七日市公民館ワークショップに参加

　町内の豊かな森林資源を守り活用する匠集団「森師研修員」

の活動報告です。

　８月２日、七日市公民館主催の「わくわくクラブ木材ワー

クショップ」に参加しました。

　七日市小学校児童１８名が集まり、ネームプレートや焼き

印スタンプ、わくわくクラブの看板等を制作しました。児童

は丸太を切る、釘を打つ、穴をあける、慣れない木工作業に

悪戦苦闘しながらも、作業に没頭していました。

　森師研修員も制作のサポートに回り、児童と交流を深

めていました。普段は山の中で機械に乗り作業道を作っ

たり、伐倒等を行っており、普段と違う環境でリフレッ

シュにもなりました。

　今回使用した木材は、町有林で生育したヒノキを使用

し、建築端材も町内工務店から提供いただきました。町

内の木材が流通・循環しながら、町民の皆さんが林業を

身近に感じられるイベントを今後企画していきたいと思

います。

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ
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島根県益田県土整備事務所津和野土木事業所長要望

第１回吉賀町教育振興計画推進協議会の開催

　８月１６日、岩本町長は、島根県益田県土整備事務所津和野土木事業所に河野事業所長を訪問し、

町内の福川川柿木地内にある坂本頭首工について、アユの遡上を妨げていることに関して改修に向

けた要望を行いました。

　要望の内容については、近年の出水により坂本頭首工と

河床との間に段差が生じ、アユの遡上を阻害している現状

に対して、漁業振興における資源確保の視点から、頭首工

の段差の解消に向けた改修工事の実施を要望しました。

　それに対し、河野事業所長は、町の考えに理解を示すと

ともに、高津川漁協とも協議し、段差解消に向け迅速に対

応する考えを示しました。

　８月２４日に、第１回吉賀町教育振興計画推進協議会が開催されました。

中田教育長より各委員への委嘱状の交付が行われ、委員の互選により、会長に大庭克彦教育次長、

副会長に山﨑愼一体育協会会長が選出されました。

　その後、今後のスケジュールと施策の検証方法について協議をしました。

　委員は、社会教育委員の会、公民館、自治会、図書館、体育協会、小中学校、保護者及び教育委

員会の各団体推薦による委員合計１２名です。

　会長、副会長以外の委員は次の方々です。（敬称略）

　吉賀町社会教育委員　上山豊和　六日市公民館長　寺戸達志　　朝倉公民館長　能美勝臣　自治

会代表　朋澤智弘　自治会代表　米田銀次郎　吉賀町立図書館司書　藤井素子　吉賀中学校校長　

福原裕之　六日市中学校ＰＴＡ副会長　大石幸恵　柿木小学校校長　北野憲民　　吉賀町ＰＴＡ連

合会会長　澄川洋平

　第２回の推進協議会は、９月２８日（木）午後６時３０分から吉賀町六日市基幹集落センターで

開催予定です。どなたでも傍聴できますので遠慮なくご来場願います。
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～　大学生交流２０２３夏！～

　８月２４日から２８日にかけて、青山学院大学・法政大学・桜美林大学の三つの大学から、合計

２２名の学生が、吉賀町を訪問しました。この交流は、平成２９年度から始まり、コロナ禍におけ

る中断期間を経て、昨年度より再開したものです。今年度は、昨年度よりパワーアップしたプログ

ラムを実施することができました。

　２５日（金）は、吉賀高校の１年生と、「アントレプレナー

シップ教育」の交流授業を行いました。７つのグループに

分かれ、町内各地でフィールドワークを実施しました。そ

の後、聞いた内容をまとめ、全員の前で発表しました。今

後は、１０月に行われる吉賀高校の東京研修で、再びフィー

ルドワークを一緒に行います。再会できる日が楽しみです！

　２６日（土）は「地元学」と題し、大学生が吉賀町で活

躍する人々のもとでフィールドワークを行いました。普段、

自分が住んでいる土地とは違う場所で過ごす人と触れ合い、

自分の生き方を見つめ直す時間になったようでした。

　２７日（日）は、栄泉寺を訪問し、座禅体験を行いました。

午後からは、柿木地区の川で川遊びを行いました。残念な

がら、途中で雨が降ってしまい、予定よりも早く川遊びを

終えることとなってしまいました。しかし、普段体験できないことを体験でき、また吉賀町の豊か

な自然に触れることができたのはかけがえのない思い出になったと思います。また、金曜日に交流

した吉賀高校生も数名参加し、再び大学生と交流することができました。

　大学生からは、「吉賀町の方からいただいた『みんな違ってみんないい』という言葉を大切にし

たいと思いました。」「吉賀町の自然の豊かさに触れることができました。」「たくさん差し入れをも

らうなど、人の温かさに触れることができました。」といった言葉をもらいました。

　最後になりましたが、本事業に参加してくださったすべての方に、改めてお礼申し上げます。

26 日「地元学」の様子

ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

支援室だより吉高賀 校

２５日

吉賀町内フィールドワークの様子
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環境情報　バイオマスプラスチックを使用した可燃ごみ袋を導入します！

　吉賀町では、地球温暖化の防止に向けた温室効果ガス排出量の削減及び環境意識の向上を図るため、町

指定可燃ごみ袋の原材料の一部を植物由来のバイオマスプラスチックを使用したものに変更します。

※従来のごみ袋は石油からごみ袋を製造していますが、今回導入するごみ袋はサトウキビやトウモロコシ

などの植物由来の物質 (バイオマスプラスチック )を原料とし、ごみ袋を製造しています。植物は光合成

を行うときに二酸化炭素を吸収するため、バイオマスプラスチックを使用したごみ袋は、温室効果ガス排

出量を削減することができるといえます。

〇新しいごみ袋の変更点

①バイオマスプラスチックを２５％使用しています。

②「一般社団法人日本有機資源協会」の認証を得たバイオマス

　マークを表示しています。

③ごみ袋への印字は、外国籍の方に伝わりやすいよう配慮した

　表記にしています。

④ごみ袋の表面に、以下のように触ってわかる凹凸の縦線（エ

　ンボス加工）を入れています。

　・「大」縦線３本

　・「小」縦線２本

　・「極小」縦線１本

※従来の指定ごみ袋の在庫がなくなり次第順次販売を開始します。

※不燃ごみ用の指定袋もバイオマスプラスチックを使用したもの

に順次変更します。

〇町民の皆様へお願いしたいこと

　バイオマスプラスチックごみ袋の使用に加え、ご家庭でのごみを減らすことで、更なる温室効果ガスの

削減に繋がります。ごみの正しい分別や食品ロス対策など、ごみの減量化の取組にご協力をお願いします。

島根県スポーツ推進委員研修会

　第６１回島根県スポーツ推進委員研修会兼第２４回島根県女性ス

ポーツ推進委員研修会が８月１９日益田市民体育館で開催されまし

た。

　県内のスポーツ推進委員１３０名が一堂に会し研修と交流を深め

ました。

　準備運動として、一般社団法人高津川てらす　代表理事　森下純

さんが「フィットネスの要素を取り入れたストレッチ」をおこない、

その後鳥取県発祥のニュースポーツ【バウンスボール】の実技体験

研修をおこないました。

　吉賀町スポーツ推進委員はこの他にも各種研修に参加し、地域ス

ポーツの拡大発展に資する為、日々活動しています。
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困ったら一人で悩まず行政相談（行政相談委員が開設する行政相談所のご案内）

　行政相談では、国の役所等の仕事についての相談を受け付け、担当行政機関とは異なる立場から必要な

あっせんを行い、その解決を促進するとともに、皆様の声を行政運営の改善に役立てています。

　総務省では、この行政相談について、皆様に広く知っていただくとともに、その利用を促進するため、

毎年１０月に「行政相談週間」を設けています。

　令和５年度の行政相談週間は、１０月１６日（月）から２２日（日）までの一週間です。

　また、総務省では、民間有識者（ボランティア）である行政相談委員を委嘱しています。

　行政相談委員は、行政相談所を開設するなどして、住民の皆さんから国の行政などへの苦情や意見・要

望等を受け付け、その解決のための助言や関係機関に対する通知等を行っています。

　吉賀町では、行政相談委員が、次のとおり行政相談所を開設します。

　相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽にお越しください。

　　　 ☆行政相談委員が 10 月に開設する行政相談所

　　　　　　　　　　　　　　　　～開設日は毎月の町民カレンダーに掲載しています～

【行政相談に関するお問い合わせは】

　総務省島根行政監視行政相談センター（きくみみ島根）

　行政監視行政相談課　電話：０８５２－２１－３６３０

日　　　時 場　　　所 行政相談委員

10 月 1 ３日 （金） 午前９時～正午 吉賀町福祉センター 会議室

（六日市 580-4）

谷　みどり

村本　靜江
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　上下水道コラム

　～下水道について～

　吉賀町では六日市・七日市地区に下水道が、柿木・初見新田地区に農業集落排水処理施設が整備され

ています。各家庭で出る汚水は自然流下で流れていきます。自然流下ができない箇所では、マンホール

の中にポンプを設置し、そのポンプによって吸い上げられて、再度自然流下で流れていきます。そうし

て集められた汚水は浄化センターや農業集落排水処理施設で処理されます。

　

マンホールポンプ内の写真です。

異物による故障

　下水道・農業集落排水処理施設には本来流すべきではないものが流れてくることもあります。一例と

して、バスタオル・座薬の空容器・下着・ビニール袋などです。このようなものはマンホールポンプの

故障の原因となります。

　そのほかに、大量に流れてきた油が冷めて固まり、ポンプに絡んだことで汚水を吸えなくなった事例

が何度か発生しています。汚水が吸えなくなると下水管の中を逆流し、家庭のトイレなどから汚水があ

ふれることがあります。

　そのため、下水道や農業集落排水処理施設に異物や大量の油を流さないようにしてください。油は市

販の凝固剤などで固めて可燃ごみに出すようにしてください。

　また、下記のようなことがありましたら吉賀町役場建設水道課 Tel（0856）79-2212 までご連絡ください。

・マンホールから汚水があふれている　

・マンホールから異臭がする。

・公共ますのふたが破損している　　　など

ポンプが二台あります。

一つが故障しても、もう一つ

が稼働します。

　吉賀町では、大腸がんで亡くなられる方の割合が国や県と比べて高く、かつ年々増加傾向にあり、大き

な健康課題の一つとなっています。がんは、早期発見できれば、高い確率で治るようになってきました。

早期発見するためには、定期的ながん検診の受診が大切です。

　現在、冬季に実施予定の「大腸がん検診」の予約受付を行っています。今年度受診されていない方は、

ぜひお申し込みください。

対　　象：４０歳以上の町民（年度内に大腸がん検診を受診済みの方、受診予定の方は除く）

検査方法：便潜血検査（２日法）

実施時期：１１月下旬～１２月初旬の予定

　　　　　日程決定後、テロップ放送、申込者への個別通知等によりお知らせします。

料　　金：無料

申込方法：保健福祉課（電話 77-1165）へお電話ください。

申込〆切日：１０月３１日（火）

冬季大腸がん検診の予約受付について
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　日本では年間２万人も尊い命が自死により失われています。

　自死はその多くが追い込まれた末の死です。「死にたくない」という思いを抱えながらも、様々な悩

みが原因で追い詰められ、「もう死ぬしかない」と視野が狭くなった状態で起こる死です。

　「死にたい」と考えている人自身も、「生きたい」という本心との間で激しく揺れ動いており、

　自死に至る前に何らかのサインを発していることが多いと言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(島根県では、自死と言う言葉を使っています )

９月１０日～１６日は自死予防週間です

　

♥♥♥ ♥
①気づいて

身体のサイン、心のサインに

気づいて声をかけてください

③受け止めて

話をじっくり聞き、

気持ちを尊重し、肯

定的に受け止めま

しょう

②寄り添って

本人が完全に乗り越

えるまで温かく見守

りましょう

④相談先につなぐ

専門家などに早めに相談す

るように促しましょう

　こころの健康に関する身近な相談先は

　　吉賀町役場　　保健福祉課　保健師　　　☎ 0856-77-1165（月～金曜日　8：30 ～ 17：15）

　　益田保健所　　健康増進課　保健師　　　☎ 0856-31-9545（月～金曜日　8：30 ～ 17：15

そのほかにも相談できる機関はたくさんあります。
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　四季折々の食材に恵まれた日本は、長い年月をかけて地域の伝統的な行事や作法と結びついた食文化を

形成してきました。しかしながら、近年の少子高齢化や食のグローバル化が進む中で、地域に伝わる優れ

た伝統的な食文化の保護・継承が難しくなっています。

　食生活改善推進協議会の活動の一つに地域の食文化を継承し、次の世代へ伝えていくこともおこなって

います。

　吉賀町食生活改善推進協議会では、この地域に伝わるふるさとの味をひとつの冊子にまとめています。

　また、国の第４次食育推進計画では重点的に取り組む事項として「和食文化を伝えよう」とあり、地域

の郷土料理や伝統料理等の食文化を大切にして、次の世代への継承を図ることを推進しています。

　10 月といえば、祭りの季節です。祭りに欠かせないふるさとの味といえば…皆さん何が浮かんできま

すか？この地域で祭りに欠かせない料理といったら、「煮ごみ」に「角寿司」ではないでしょうか。今月

は「角寿司」のレシピをご紹介します。

　＊材料と分量

保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー食育
「私たちの健康は私たちの手で」

伝えたい　ふるさとの味

　＊作り方

　　①米を洗ってだし昆布を入れて、水を少なめにしてご飯を炊く。

　　②材料（Ａ）をそれぞれ小さく刻んで（Ｂ）の調味料で煮ておく。

　　③人参も小さい短冊に切って、酢・砂糖の調味料で煎り煮する。

　　④酢めし用の合わせ酢を作っておく。

　　⑤ご飯が炊けたら熱いうちに合わせ酢と混ぜて、②の具を入れて混ぜ（Ｃ）の人参も入れて混ぜる。

　　⑥寿司の型に合わせて手につける酢でおにぎりを作って型にはめ、錦糸卵を少々のせ押しぬく。

　　　（型に手酢を時々つけてひっつかないようにする。）

　　⑦赤・緑のでんぶを少しずつ押しぬいた寿司に盛り付ける。

＊アドバイス・こつ

　具が多いと味はいいけど見た目はあまりよくなくなります。

　型で抜く時はしっかり押しつけておいてぬくとくずれにくいです。

　出来上がりに飾りを、木の芽・ゆずの皮など好みで。一人ずつ小皿に盛って出すと上品な仕上がりに。

＊栄養量（１人分）

エネルギー 359kcal カルシウム 38 ｍｇ

たんぱく質 8.3g 鉄 0.8 ｍｇ

脂質 2.9g 塩分 3.0 ｇ

材料 分量 （４人分のめやす）

米

酢めし合わせ酢

　（A）干ししいたけ

　　　　 ごぼう

　　　　 油揚げ

　（B）具を煮る調味料

　（C）人参

卵（錦糸卵）

魚でんぶ

だし昆布

むすび用手酢

３００ｇ（２合）

酢４０cc・砂糖２０ｇ（大さじ４）・塩４ｇ（小さじ１．５）

１２ｇ

２０ｇ

８ｇ

だし８０cc・砂糖小さじ１．５しょうゆ小さじ１．５・みりん小さじ１

３０ｇ（酢１２cc・砂糖１２ｇ）

１個

少々

１０ｃｍ位

合わせ酢適量
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月 火 水 木 金 土・日
３０ ３１ 体操の時間 受付時間 生中継 １

9：00
◎文化講演会
　

９月１０日（日）に開催
の森鷗外記念館  館長
山崎 一穎 氏の講演会の
模様を放送！

9：00
▲島根県高等学校
       文化フェスティバル

７月６・７日に浜田市石央文
化ホールで開催された
島根県高等学校文化フェス
ティバルの模様をお届け！

月曜日～金曜日
６：００～９：００
１５：００～１７：００
体操番組を放送！
テレビの前で

体を動かしましょう

サンネットにちはら
Tel 74-2099
Fax 74-2667

平日　8：30～17：15
（土・日・祝は閉庁）
緊急連絡先

セコムコントロールセンター
Tel 0852-28-0016

島根県高等学校秋季
野球大会　決勝
◆１０月１日（日）
　９：５０～
松江市営野球場から
島根県ケーブルテレビ
協議会NW生中継！

6：00
●ニュース
　サンネット

９：５０
島根県高等学校秋季
野球大会　決勝
【生中継 111CH】

２ ３ ４ ５ ６ ７・８
9：00
▲ニュース・サンネット
　総集編【９月放送分】

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●サウナ道ノスゝメ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし
　安全安心だより

津和野町議会９月定例会一般質問 再放送【１１２CH 】 県議会中継【１１２CH 】

９ １０ １１ １２ １３ １４・１５
9：00
◎鷗外忌講演会

７月１５日（土）に開催
の 岐阜大学名誉教授
林  正子  氏の講演会の
模様を放送！

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎星野由香の
やさしい「ほぐピラ」
予約の取れないカリスマト
レーナーとして知られる講
師が考案した「ほぐす+ピラ
ティス」を融合したメソッド
を紹介
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

吉賀町議会９月定例会一般質問 再放送【１１２CH 】

１６ １７ １８ １９ ２０ ２１・２２
9：00
◎サンネットにちはら
杯モルック津和野大会
ダイジェスト

９月２３日（土）に開催
のサンネットにちはら杯
モルック津和野大会の
ダイジェストを放送！

9：00
●気仙沼めっけ
9：15
●フォト旅はままつ
9：30
●荒磯館料理長の
　手軽に一品

9：00
●あいラブせんりゅう

9：30
●いい伊豆みつけた

9：00
●わがと家の人々
9：15
●アウトドアビギナーズ
9：30
●藤岡大拙・大西友子の
　出雲弁よもやま話
9：45
●サウナ道ノスゝ メ

9：00
●CATV情報ネット
　しまね

9：30
●美肌県島根へ行こう！
9：45
●おくいずも新探訪 
　～さらに「奥」へ～

6：00
●ニュース
　サンネット
ニュース終了後
●よしかの里の昔話

２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８・２９
9：00
▲少年の主張
       鹿足郡大会

８月３１日（木）に柿木中学校
で開催された少年の主張
鹿足郡大会の模様をお届
け！

9：00
●柿本人麿没後1300年！
　ひとなぞクイズ

9：30
●釣りしんちゃい！

9：00
●出雲のほそ道

9：30
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：00
●釣り天国！石見
9：15
●探偵社、ぶらり。
9：30
●くゎいだん -怪談-
9：45
●とんと昔があったげな

9：00
◎ココロとカラダを
　健康にする睡眠
よい眠りを得るための
目からウロコの睡眠知識
そして今すぐできる改善方法
を睡眠のスペシャリストが
伝授します！
NHK文化センター制作番組

6：00
●ニュース
　サンネット

議会中継日程 特別番組 サンネット LINE 公式アカウント

津和野町９月議会再放送
１０月２日～４日
【１１２CH 】

吉賀町９月議会再放送
１０月９日～１１日
【１１２CH 】

島根県議会９月定例会
本会議

１０月５日（木）10：00～
【１１２CH 】

鷗外忌講演会　【１０月９日放送】　
７月１５日（土）に開催の 岐阜大学名誉教授
林  正子  氏の講演会の模様を放送！

文化講演会　【１０月３０日放送】
９月１０日（日）に開催の森鷗外記念館  館長
山崎 一穎 氏の講演会の模様を放送！

字

字

字

字

 番組情報などお届けします！
 ぜひ友達登録をお願いします！

特

特

特 字

特
特

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ▲３Hごとに放送  ★４Hごとに放送　  　特別番組
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特10 字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２３
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

吉
賀
町
立
図
書
館

【
夏
休
み
読
書
感
想
文
教
室
に
つ
い
て
】

　

７
月
26
日
か
ら
夏
休
み
の
児
童
を
対
象
と
し
た
読
書
感
想

文
教
室
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め

て
感
想
文
を
書
く
人
も
い
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん
楽
し
み
な

が
ら
本
選
び
を
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

感
想
文
を
書
く
た
め
の
読
書
で
は
、
段
々
と
本
か
ら
離
れ

て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
と
て
も
残
念
な
こ
と
で

す
。
い
ろ
ん
な
本
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
い
、
こ
れ
か
ら
も

読
書
は
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
、
大
切
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
も
う
す
ぐ
秋
の
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。

今
回
の
標
語
は
「
私
の
ペ
ー
ス
で
し
お
り
は
進
む
」
で
す
。

楽
し
い
本
探
し
に
ど
う
ぞ
ご
来
館
下
さ
い
。

≪図書館利用状況８月≫

●貸出総数　２６６６冊

●貸出人数　　４６６人

●来館者数　　６４９人

 [ 図書館の休館日と

返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日。

・図書返却ポスト

吉賀町内各公民館前

に設置

【
セ
カ
ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
に
つ
い
て
】

　

10
月
21
日
（
土
）
～
10
月
31
日
（
火
）
ま
で
、
恒
例
の
セ
カ

ン
ド
・
ブ
ッ
ク
・
フ
ェ
ア
ー
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

町
内
の
保
育
所
園
児
の
み
な
さ
ん
が
描
い
た
感
想
画
の
展

示
、
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
図
書
や
図
書
館
の
一
年
分
の
雑
誌
な

ど
を
並
べ
た
古
本
市
を
行
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
読
ま
れ
な
く

な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
雑

誌
、
事
典
、
全
集
な
ど
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
ご

不
明
な
こ
と
は
図
書
館
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
11
月
５
日
（
日
）
き
ん
祭
み
ん
祭
農
業
文
化
祭
（
六

日
市
会
場
）
に
て
保
育
園
児
の
感
想
画
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
皆
様
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
に
つ
い
て
】

　

先
月
末
に
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
を
交
換
い
た
し
ま
し

た
。
一
般
図
書
は
文
学
、
児
童
図
書
は
絵
本
と
文
学
な
ど
で
す
。

　

新
し
い
本
も
あ
り
ま
す
の
で
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

今
月
の
本
の
紹
介

 ≪ベスト・リーダー！８月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「獣の夜」　　　　　　　　　　森　絵都　　著

「つくりたくなる日々レシピ」  長谷川あかり著

「うるうの朝顔」　　　　　　　水庭　れん　著　　　　　　　　　　　

「夜果つるところ」　　　　　　恩田　陸　　著

「図書館のお夜食」　　　　　　原田　ひ香　著

図
書
室
だ
よ
り

　

10
月
は
、
「
神
無
月
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
の
10
月
は
、
日
本
中
の

八
百
万
の
神
様
が
島
根
県
の
出
雲
大
社
に
集
結
！
神
様
た
ち
は
出
雲
大
社
に

出
か
け
て
、
留
守
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
「
神
無
月
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
か
。
出
雲
地
方
で
は
神
様
た
ち
が
集
ま
っ
て
い
る
月
に
な
る
か
ら
「
神

在
月
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。

　

出
雲
大
社
に
祭
ら
れ
て
い
る
の
は
「
い
な
ば
の
白
う
さ
ぎ
」
で
有
名
な
大

国
主
大
神
。
大
国
主
大
神
は
、
自
分
の
子
ど
も
た
ち
を
日
本
中
に
配
置
し
各

地
域
を
ま
か
せ
て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
そ
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
が
集
ま
っ
て

い
ま
し
た
が
、
の
ち
に
そ
れ
以
外
の
神
様
も
来
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
。
つ

ま
り
、
出
雲
大
社
に
は
、
日
本
中
の
あ
ら
ゆ
る
神
々
が
集
ま
る
の
で
す
。
神

様
た
ち
が
集
ま
っ
て
の
会
議
。
議
題
は
い
っ
た
い
な
ん
で
し
ょ
う
？
興
味
深

い
で
す
ね
。

日
本
史
は
こ
ん
な
に
面
白
い　

半
藤
一
利

あ
い
つ
ゲ
イ
だ
っ
て　
　
　
　

松
岡
宗
嗣

自
立
ク
ラ
イ
シ
ス　
　
　
　
　

金
子
由
美
子

Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
遺
伝
子　
　
　
　
　

大
石
正
道

認
知
症
対
策
の
新
常
識　
　
　

鈴
木
宏
幸

認
知
症
予
防
は
絵
手
紙
で　
　

結
城
俊
也

日
本
語
へ
ん
て
こ
て
ん　
　
　

あ
ん
の
秀
子

青
猫
の
街　
　
　
　
　
　
　
　

涼
元
悠
一

ま
り
も
日
記　
　
　
　
　
　
　

真
梨
幸
子

ふ
た
り
み
ち　
　
　
　
　
　
　

山
本
幸
久

小
さ
き
者
へ　
　
　
　
　
　
　

重
松　

清

暗
幕
の
ゲ
ル
ニ
カ　
　
　
　
　

原
田
マ
ハ

億
男　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
村
元
気

ボ
ク
っ
て
邪
魔
な
の
？　
　
　

吉
永
み
ち
子

裏
庭　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梨
木
香
歩

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79
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今
回
は
、
六
日
市
公
民
館
で
取
組

ん
で
い
る
「
六
公
カ
フ
ェ
」
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。
当
公
民
館
で
は
、

か
ね
て
よ
り
地
域
の
皆
さ
ん
が
気
軽

に
談
話
し
た
り
、
子
供
達
も
自
由
に

使
え
る
居
場
所
を
作
り
た
い
と
の
思

い
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
な
か
な

か
公
民
館
だ
け
の
力
で
は
難
し
い
こ

と
か
ら
、
「
せ
っ
か
く
作
る
の
な
ら
、

地
域
の
み
ん
な
で
作
ろ
う
!
」
と
な

り
、
大
工
さ
ん
に
指
導
し
て
頂
い
て
、

バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
、
本
棚
、
椅
子
な

ど
を
製
作
し
て
「
六
公
カ
フ
ェ
」
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
お
茶
で
も
飲
み

な
が
ら
誰
で
も
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー

ス
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
色
合

い
や
レ
イ
ア
ウ
ト
を
決
め
、
愛
称
を

「
六
公
カ
フ
ェ
」
と
し
、
六
日
市
基

幹
集
落
セ
ン
タ
ー
1
階
ロ
ビ
ー
で
様
々

な
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
活
動
と
し
て
は
、
学

童
保
育
や
小
学
校
全
学
年
を
対
象
に

様
々
な
こ
と
を
絵
で
表
現
す
る
「
ペ
イ

ン
ト
ア
ー
ト
」、
小
学
校
高
学
年
が
自

ら
の
手
で
木
材
を
組
み
立
て
て
い
く

「
D
I
Y
体
験
教
室
」、
地
域
の
大
人
と

保
育
所
年
長
児
と
が
交
流
す
る
「
ゆ
る

り
広
場
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
初
め
て
の
企
画
と
し

て
去
る
７
月
27
日
（
木
）「
コ
ッ
ペ
パ

ン
で
カ
フ
ェ
」
を
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
小
学
校
５
・
６
年
生
が

N
P
O
法
人
よ
し
か
の
里
と
コ
ラ
ボ
し

て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ッ
ペ
パ
ン
を
考
案

し
、
当
日
限
り
の
限
定
メ
ニ
ュ
ー
と
し

て
一
緒
に
販
売
し
た
も
の
で
す
。
私
も

「
六
公
カ
フ
ェ
」
で
行
わ
れ
る
こ
の
イ

ベ
ン
ト
を
是
非
拝
見
し
た
い
と
思
い
、

足
を
運
ん
で
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
児

童
は
、
よ
し
か
の
里
利
用
者
や
ス
タ
ッ

フ
の
皆
さ
ん
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、

手
際
よ
く
接
客
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
も
「
六
公
カ
フ
ェ
」
を
一
つ
の
起

爆
剤
と
し
て
、
地
域
の
大
人
と
子
供
達

が
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
世
代
間

交
流
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
内
各
公
民
館
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
精
力
的
に
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
公
民
館

主
事
２
人
体
制
に
し
た
効
果
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
地
域
住
民
の
活
動
拠

点
と
し
て
、
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
公
民
館
を
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長 Vol.67

岩本一巳

み
ん
な
が
集
う

　
　
「
六
公
カ
フ
ェ
」

町長コラム

【バーカウンターでの飲物提供の様子】

【来場の方々との歓談】

　８月１３日（日）真田グラウンド“よしかみらい” にて吉賀町

サッカー連盟主催「盆サッカー」が開催されました。

　新型コロナウイルスの影響で４年ぶりの開催となりましたが、

子供から大人までサッカー愛好者が参加し汗を流しました。

　帰省している方や地元の方、たくさんのサッカー愛好者と、世

代を超えた楽しい交流を図ることが出来た貴重な時間となりまし

た。

　参加者の皆さん、ご協力いただいた皆さん、大変ありがとうご

ざいました。

吉賀町サッカー連盟主催　盆サッカー
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トピックス
話題・できごと

ＪＡカップ第４０回島根県学童軟式野球選手権大会

～　第３位　七日市スポーツ少年団　～

　８月１９日と２０日に、松江市営野球場で開催された、JA カップ第４０回島根県学童軟式野球選手権

大会に益田・鹿足地区代表として七日市スポーツ少年団が出場しました。

　「振るスイング、この１球を仕留めろ」をチームスローガンに、雲南市、出雲市を勝ち抜いたチーム相

手に力強い攻撃で挑みました。準決勝で敗れはしたももの、両試合で相手を上回る安打を放ち、持ち味を

十分に発揮し見事３位の好成績を収めました。

＊１回戦

（七日市）和﨑悠、松原ー岡山

（佐　世）石原瑛、永井ー稲田ー、石原瑛

３塁打　石原瑛（佐世）

２塁打　岡山２、澄川（七日市）、田中蓮（佐世）

＊準決勝

（七日市）松原、和﨑悠、遠藤－岡山

（高松）亀山、原－荒瀬

２塁打　小田、増本（七日市）

　団員は随時募集していますので、いつもでも見学・

体験にお越しください。

　今後とも皆様の応援をよろしくお願いいたします。

チーム名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 計

七日市スポーツ少年団

（益田 ・ 鹿足地区代表）
０ 0 0 0 2 3 5

佐世野球スポーツ少年団

（雲南地区代表）
2 1 0 0 0 0 3

チーム名 １回 ２回 ３回 ４回 ５回 ６回 計

七日市スポーツ少年団

（益田 ・ 鹿足地区代表）
０ 1 0 0 1 0 2

高松野球スポーツ少年団

（出雲地区代表）
0 2 2 2 0 × 6

　左：増本那音主将

　右：澄川煌英副主将

吉賀町出身　海津あおいさん活動報告

　吉賀町出身、高川学園高校（山口県）３年の海津あおいです。

　６月３日の県総体で優勝し、インターハイ出場が決まりました。

　８月の北海道インターハイでは、３回戦で鹿児島に惜敗でしたが、みなさん地元よ

りたくさんのご声援ありがとうございました。

　８月１９〜２０日、山口県で中国ブロックのミニ国体が開催され優勝し、１０月８

日から１１日まで鹿児島県で開催される国体少年男子バレーボール大会の出場が決ま

りました。山口県の代表ではありますが、島根県の地元の皆さんの応援を励みに少し

でも活躍できるよう頑張ってきます。

　余談ですが、昨年末大晦日に２泊帰省して以来半年ぶりの帰省（テスト期

間）がありましたので、６月３０日地元の男子バレー部のお手伝いと、出

身チーム（吉賀 JVC ）に少しだけ顔を出すことが出来ました。地元で少な

いながらも大会に向け頑張ってプレーしている後輩を見て自分も初心に帰

り、また力をもらえた気がしています。ありがとうございました。



広報よしか　2023 年 10 月号　№ 216　　20

ちょうみんひろば

《
寄
稿
》

空
飛
ぶ
車
、
ド
ロ
ー
ン
、
交
通
整
理
は
誰
が
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

先
日
来
、
各
メ
デ
ィ
ア
が
挙
っ
て
取

り
上
げ
て
い
る
空
飛
ぶ
車
や
宅
配
ド
ロ
ー

ン
の
映
像
を
見
て
大
変
危
険
な
も
の
だ
と

感
じ
て
い
る
所
で
す
。

　

空
飛
ぶ
車
に
試
乗
し
た
人
達
は
、「
快

適
で
す
ば
ら
し
い
！
」
と
言
う
。
各
企
業

等
の
C
G
映
像
を
見
る
限
り
で
は
、
各
飛

行
体
同
志
が
ぶ
つ
か
る
事
な
く
飛
ん
で
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
実
の
場
面
で
は
、
あ

の
C
G
の
様
な
光
景
と
な
る
と
は
と
て
も

思
え
ま
せ
ん
。

　

現
在
の
地
面
で
の
交
通
網
で
あ
れ
ば
、

信
号
機
、
道
路
標
識
、
標
示
で
、
又
は
警

察
の
取
り
締
り
等
で
互
い
に
、
安
全
な
走

行
が
出
来
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
鳥

や
虫
、
空
を
飛
ぶ
事
の
出
来
る
生
物
は
、

そ
れ
ぞ
れ
超
高
度
な
セ
ン
サ
ー
を
持
っ
て

い
て
、
お
互
い
が
ぶ
つ
か
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
人
間
の
作
っ
た
も
の
は
ど
う
で

し
ょ
う
、
人
間
の
作
っ
た
も
の
は
あ
の
鳥

や
虫
の
よ
う
な
衝
突
回
避
の
術
は
見
に
付

け
て
い
ま
せ
ん
。

　

便
利
に
な
る
、
快
適
に
な
る
、
大
変
す

ば
ら
し
い
事
で
す
が
、
し
か
し
安
全
性
は

ど
の
様
に
確
保
す
る
の
か
、
責
任
は
誰
が

と
る
？
、
国
も
企
業
も
充
分
に
、
し
っ
か

り
議
論
し
、
知
恵
を
出
し
合
っ
て
進
め
て

行
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
今

は
、
そ
う
し
た
付
き
つ
め
た
話
し
合
い
が

出
来
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
状
況
だ

と
思
う
。
安
全
第
一
で
考
え
、
迅
速
で
心

地
よ
い
空
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確
立
さ
れ

る
事
、
安
全
と
利
便
性
は
、
い
つ
も
同
時

進
行
で
と
願
う
ば
か
り
で
す

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

自
然
連
鎖
天
空
生
態
系
の
頂
点
に
君

臨
す
る
猛
禽
類
大
鷹
は
、
昭
和
二
十
年
代

ま
で
は
比
較
的
多
く
生
息
し
た
が
、
し
か

し
、
農
林
業
の
近
代
化
や
各
種
の
開
発
を

含
め
、
山
野
へ
の
農
薬
の
普
及
散
布
、
又
、

里
山
及
び
芝
刈
り
山
の
減
少
等
に
よ
り
、

今
は
特
別
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
保
護

さ
れ
て
い
る
。

　

同
昭
和
十
年
代
郷
里
の
古
老
様
が
一
羽

の
大
鷹
を
罠
で
捕
獲
し
、
前
部
を
割
竹
で

格
子
状
に
編
ん
だ
飼
育
小
屋
で
飼
っ
て
い

た
。
こ
の
鷹
は
、
眼
光
、
く
ち
ば
し
共
に

鋭
く
、
棒
の
先
に
生
肉
を
付
け
て
差
し
出

す
と
「
パ
カ
ッ
パ
カ
ッ
」
と
食
べ
て
い
た
。

両
足
の
爪
は
大
型
斤
量
の
物
掛
け
の
如
く

一
段
と
鋭
い
。

　

あ
る
時
、
野
犬
が
こ
の
大
鷹
の
前
に
現

れ
た
。
す
る
と
、
二
尺
五
寸
以
上
あ
る
両

羽
根
を
横
に
大
き
く
広
げ
て
、
片
足
を
胸

の
と
こ
ろ
に
大
き
く
張
っ
て
構
え
た
。
是

を
見
た
野
犬
は
た
じ
ろ
ぎ
竦
ん
だ
と
伝

ふ
。
近
辺
の
人
々
た
ち
か
ら
の
口
コ
ミ
で

世
間
に
広
く
知
ら
れ
、
あ
る
日
突
然
下
関

市
か
ら
訪
れ
た
商
人
は
、
此
の
大
鷹
を
見

る
な
り
「
是
非
譲
っ
て
ほ
し
い
」
の
旨
を

告
げ
る
。
商
談
の
上
、
当
時
と
し
て
は
相

当
高
価
な
値
段
で
取
り
引
き
さ
れ
た
。

　

以
前
は
、
自
然
開
発
と
保
護
の
難
し
さ

が
全
国
各
地
で
論
じ
ら
れ
た
が
、
世
も
移

り
変
わ
り
、
廃
屋
を
見
る
が
如
く
、
山
野

も
著
し
く
荒
廃
が
感
じ
ら
れ
る
現
世
と

な
っ
た
。

　

今
後
の
猛
禽
類
の
生
息
環
境
が
大
い
に

懸
念
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

《
寄
稿
》

ぬ
り
絵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

　

ぬ
り
絵
は
脳
を
活
性
化
さ
せ
る
。
歳
を

取
る
と
脳
は
衰
え
る
、
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
歳
を
と
る
程
伸
び
て
行
く
脳
力
も
あ

る
の
だ
そ
う
で
す
。
知
恵
や
知
識
や
経
験

は
、
年
令
を
取
る
程
、
蓄
積
さ
れ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
能
力
は
経
験
、
実
績
で
伸
び
る
と

い
う
こ
と
を
私
は
信
じ
、
寮
内
の
贅
沢
さ

せ
て
い
る
間
考
え
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
、
漫

画
、
本
を
見
て
も
英
語
の
意
味
が
分
か
ら

ず
、
辞
書
を
手
離
さ
ず
、
脳
の
衰
え
と
思

わ
れ
る
が
、
脳
は
幾
つ
に
な
っ
て
も
成
長

す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
頑

張
っ
て
み
る
が
捗
る
こ
と
に
な
り
ま
せ

ん
。
ワ
ー
キ
ン
グ
メ
モ
リ
（
心
の
）
作
業

記
憶
を
鍛
え
る
こ
と
で
、
脳
の
力
を
伸
ば

す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
け
れ
ど
、
運
動

の
多
い
人
は
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
な

り
に
く
い
な
ど
積
極
的
に
人
と
関
わ
る
こ

と
を
言
い
ま
す
。

　

ぬ
り
絵
は
識
別
を
司
る
後
頭
葉
を
活
性

化
さ
せ
、
ぬ
り
絵
に
伴
う
作
業
体
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
を
司
る
小
脳
、
そ
し
て
前
頭
葉

な
ど
に
広
が
る
脳
の
系
統
を
鍛
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
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ちょうみんひろば

　
《川
柳
》

途
中
下
車
並
ぶ
家
並
み
な
つ
か
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

炎
天
下
並
ぶ
球
児
の
甲
子
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

ひ
ま
わ
り
の
並
ん
だ
花
が
西
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

一
年
生
き
ち
ん
と
並
ん
で
仲
の
良
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
永　

藤
子

ス
コ
ー
ル
で
傘
が
並
ぶ
や
マ
レ
ー
シ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

電
線
に
並
ん
だ
カ
ラ
ス
見
な
く
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

今
も
っ
て
悩
ん
で
並
べ
る
消
毒
液

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

並
べ
て
干
し
た
い
も
猿
に
皆
や
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

失
敗
に
言
い
訳
並
べ
て
見
苦
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸
美
瑳
子

暑
い
中
並
ん
だ
姿
見
て
帰
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

行
列
の
先
を
知
ら
ず
に
と
り
あ
え
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

現
実
は
季
節
は
ず
れ
の
衣
替
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上　

毅

　《
俳
句
》

ひ
も
じ
さ
も
懐
し
か
り
し
終
戦
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

緑
蔭
や
御
朱
印
受
く
と
待
つ
少
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

高
天
井
に
ト
ン
ボ
一
匹
羽
ば
た
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

校
庭
の
緑
陰
に
立
つ
母
若
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

撫
で
叩
き
西
瓜
畑
の
賑
々
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

T
シ
ャ
ツ
赤
太
鼓
の
子
ら
の
夏
祭
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

覚
え
な
き
打
ち
身
の
痕
や
夜
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

甲
子
園
熱
戦
に
水
さ
す
通
り
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　《
短
歌
》

幾
星
霜
巡
り
て
こ
こ
に
在
り
し
か
と

　
　

石
に
問
い
つ
つ
河
原
を
歩
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

バ
ス
停
に
子
供
ら
の
影
絵
空
事

　
　
　

無
人
の
バ
ス
の
通
り
過
ぎ
ゆ
く

病
め
る
身
と
な
り
て
心
の
萎
ゆ
る
時

　
　
　

家
族
の
あ
る
を
幸
せ
に
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
８
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　 

（
８
月
届
出
）

永
安　

穣
（
ジ
ョ
ウ
）
さ
ん

　
　
　

誠
・
祥
子
さ
ん
の
子　
　

柿
木　

森
藤　

美
千
子　

さ
ん　

74
歳　

立
河
内

板
垣　

好
子　
　

さ
ん　

87
歳　

下
須

森
川　

房
市　
　

さ
ん　

88
歳　

幸
地

山
元　

博　
　
　

さ
ん　

85
歳　

沢
田

木
戸　

幹
之　
　

さ
ん　

88
歳　

七
日
市

長
藤　

忠
夫　
　

さ
ん　

101
歳　

蔵
木

大
庭　

多
美
恵　

さ
ん　

89
歳　

樋
口

三
家
本
愉
偉
子　

さ
ん　

75
歳　

田
野
原

俵　
　

ハ
ル
ノ　

さ
ん　

97
歳　

抜
月

松
前　

房
子　
　

さ
ん　

86
歳　

六
日
市

　《
短
歌
》

い
つ
の
日
か
長
女
と
共
に
暮
ら
せ
る
か

　
　
　

一
人
住
ま
い
の
長
女
を
案
じ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

山
高
く
狭
き
こ
の
里
ひ
ま
わ
り
と

　
　
　

皆
の
笑
顔
で
幸
に
生
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
み
ど
り

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
　
　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と

　

し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は

　

常
用
漢
字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を

　

振
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま

　

ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を

　

損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し

　

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

　

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載

　

く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ

　

ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い

た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
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